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COOP HIMMELBLAU の建築作品研究

ースケッチと言語に見る設計手法と建築思想の分析ー

指導教員 加茂紀和子教授 松岡 竜生

l.研究の背景と目的 COO P HIMMELBLAU（以下CH)

はWolf Prix (1942-)、Helmut Swiczinsky (194 4-)、

Michael Holzer (1971年に退所）によって1968 年

にオーストリアのウィ ーンで設立された建築設計事

務所であり、 その作品は非直角や曲線、 不定形の形

態などが多く、 いわゆる脱構築主義的建築に分類さ

れる。1988年にNYでフィリップ・ジョンソン監修

のもと開催された『脱構築主義者の建築』 1 で取り

上げられ、 一躍世界的に有名になった。

脱構築主義建築家はポストモダン建築が退潮し、

モダニズム建築が復権する1980 年代後半ごろから

あらゆるコンペで勝利し、活躍の場を広げていった。

現代では技術発展に伴って実作も増え、 注目されて

いる。 中でもCHは暗闇で描いたスケッチを3D解析

したり、 見えないエ ネルギーの線を可視化させると

いった設計手法が特徴的である。 本研究では、 その

独自の手法に着目し、 スケッチと言莱と実施作品の

関係性を探ることでCHの設計手法・建築思想を明

らかにすることを目的とする。

2.研究対象と構成 研究の対象は、 建築専門誌尺

CHの公式HP、CHの作品集 3 に掲載され、 分析する

ために必要な情報を得ることができた実施作品2 6

作品＊（1977-2017) とする。CHは設計着手時のコ

ンセプトスケッチと自らの建築を語る言語を大切に

している。スケッチはそれ自体が外壁のテクスチャ

に使用されたり形態にそのまま表現される等、 それ

らの重要性は非常に高い。 言説からは独自の建築思

想を度々述べられていると思われ、 言莱の重要性も

高いことが窺える。 研究方法は、(1)実施作品の写真

と図面を分析し特徴や傾向を明らかにする。(2)実施

作品の説明文を分析対象として、 特徴的な言語を抽

出し考察する。(3)実施作品のスケッチの構成要素を

抽出し、 分析・考察する。(4)まとめとして(1)、（2)、
(3)を照合、 分析・考察し、CHの建築思想・設計手

法を明らかにする。

3 .作品分析 CHの作品にみられる特徴や年代によ

る変遷を写真、 図面により分析した。

3. l写真にみられる特徴 主に外親写真に現れる

作品の特徴を分析したところ、 時代に伴い変遷が

見られることがわかった，3 それ らは素材感の強い

モニュメントやリノベーション が多い時期(1977-

1995)、スチールやガラスを多用した 一 体的な形態の

中小規模建築が多い時期(1998-200 8)、 3次元曲面
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が多用され、 技術の発展に伴い彫刻的な大規模建

築で流動的な形態を表現し始めている時期(200 9-

2017) の、3つの時期に分けることができる（図l)。

3. 2 図面にみられる特徴 各作品の実施図面か

ら空間構成の特徴を分析すると、 「モニュメント・

リノベーションにおける彫塑的な素材が羅列するタ

イプ」、 「機能としてのまとまりをもつ2つのボリュ
ームで構成されるタイプ」、 「複数のユニットが流動

的な形態に合わせるかのように 一 体的・包括的に構

成されるタイプ」が見られる（図2)。 3つのタイ

プは、 外銀の写真の特徴に現れる時代変遷と同じ時

代にリンクしていることが窺える。

4. 言説分析 対象作品に関する言説を年代別に分

析し、 言語に現れる特徴と時代変遷の関係を考察し

た（ 表l)。

4. 1 rェネルギー」 全年代を通して使われてい

る言語であるが、 エ ネルギーの可視化／形態化→建

築によるエネルギーの生成→再生可能エネルギ ーの

受動といった年代別の使われ方、 他の言語との共用

の変化が見られる。

4. 2 r2つの要素」 全年代を通して用いられる

言葉であるが、 内容が少しづつ変化している。 対立

する2つの要素→頭と身体→コアと（ それを包む）

殻→クラウドと反発する形態という表現が時代変化
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